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筋性および臆性腺窟弓について,

ことに胎児 と成人における形態の比較

津 田 雅 章

抄韓 ヒトに見られる肢嵩弓は,退化の程度に従い筋性肢嵩弓から膜性厳窟弓に移行する.この過程を個体発生

学的に解明するために,ヒト胎児 (体長 20cm以上)35体70側 と成人95体190側を調査し,比較検討した.胎児で

は筋性膜窟弓が15側 (21,4%),膜性版寄弓が 9側 (12.9%),成人では筋性膜窟弓は21側 (ll.1%),膿性腺窟弓

は29側 (15.3%)にみられた.筋性肢寄弓を構成する筋束は,広背筋 との関係から,頭側および外側筋束に区別

されるが,胎児では頭側筋束は15側中全側に,外側筋束は5側に確認でき,外側筋束の存在する頻度は成人より

多かった.胎児の筋性肢嵩弓は発達良好な例が多 く,しばしば大胸筋腹部の形態異常を伴った.胎児 と成人 との

筋性 ･膜性肢嵩弓の出現頻度の差,胎児の月齢別肢窟弓出現頻度から,ヒトの個体発生の初期には皮幹筋の原形

を保つ筋性厳筒弓が多 く出現し,発生が進むにつれて,筋性部分が退化 して膜性肢寄弓が形成されることが示唆

された.
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MUSCULARANDTENDINOUSARCHESOFTHEAXILLA,
WITHSPECIALREFERENCETOTHECOMPARISONOFTHE

MORPHOLOGICALFEATURESINHUMANFETUSESANDADULTS

MASAAKISAWADA

Abstract Themusculararchoftheaxillaiscommoninman,butitsderivationisstillnotclear. To

clearlyrevealitsorigln,theauthorexamined70upperextremitiesof35fetusesand190of95adults.In

almostallthemusculararches,afinefilamentofthepectoralnervesuppliedthemuscle.Thesefilaments

werealsoobservedincasesofthetendinousarch. Thisfactofferspossibleevidencethatapartofthe

supplyingnerveremainsinsituafterthemusclechangesintothetendonthroughdegeneration.Muscular

componentsofthearchcanbedividedintotwopartswithregardstothepositionalrelationtothe
latissimusdorsi,thatis,thecranialandthelateralparts.In15musculararchesoffetuses.thecranialpart

wasfoundinallofthecases,andthelateralpartin5.Themusculararchesoffetusesaregenerallymore

developedthanthoseofadults. Fromtheresultsobtainedinthisstudy,twoexplanationsaresuggested

thata)inearlierstagesofhumandevelopmentmusculararchappearsasmaintainingthestructureofthe
subcutaneustruncimuscle,andb)laterthemusculararchisreducedintothetendinousarch.
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筋性肢嵩弓は解剖学実習中にしばしば遭遇

する破格筋で,広背筋の停止膿近 くその外側

線より起こり,肢寓を横切って大胸筋停止膿

の後面に付着する.この破格筋については

EISLERl),ToBLER2),RUGE3)等の記載があり,

前世紀末より肉眼解剖学上の注目を集める論

点のひとつであった.この筋はその支配神経

から下等晴乳類 に広 く見 られる皮幹筋 M.

subcutaneustrunciの遺残であること,胸筋

成分の退行の程度により筋性肢嵩弓から膜性

肢嵩弓へと移行することはすでに河西 と千

葉4)によって報告されている.しかしこれま

での多くの研究は主として成人遺体を対象と

したもので,その退行の程度に関する個体発

生学的調査はみられない.ヒトの発生途上の

胎児には成人でみられるよりも原始的な特徴

が残ると考えられる.したがってこの破格筋

の本態を解明するためには,胎児を用いた膜

窟弓の調査が必要であった.

材 料 と 方 法

人胎児 (体長 20cm以上)35体70側につい

て,まず筋性膜窟弓とその支配神経を割出し

たのち,これを大小両胸筋,広背筋,腕神経

叢とともに一括して掃出し,実体鏡下で,肢

窟弓を構成する筋束の走行やその筋内神経分

布を調査した.また解剖学実習に提供された

成人遺体95体190側についても,胎児例と同様

に調査した.

所 見 と 考 察

出現頻度

成人95体190側のうち,筋性膜窟弓は21側

(ll.1%),膜性肢寓弓は29側 (15.3%)に認

められた.今回の調査で得られた成人におけ

る筋性肢寓弓の出現頻度は,先人の報告と比

較 して大差はない.しかし河西 と千葉の報

告4)以前は,筋性肢窟弓の出現頻度と膜性肢

窟弓のそれ とは明確に区別されていなかっ

た.今回の研究では広背筋外側緑から起こり,

大胸筋の下縁近 くに停止する肢窟弓の全長の
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うち,筋性部が 1/2以上存在するものを筋性

肢窟弓,それ以下を膜性肢窟弓として区別し

た (Table1).

胎児では,35体70側のうち筋性肢窟弓が15

側 (21.4%),鷹性肢窟弓が9側 (12.9%)に

認められた.日本人の胎児における肢嵩弓の

出現頻度は森5)が,双胎胎児に関して一卵

性 ･二卵性双胎児を含め,152体304側中,14

体22側(7%)と報告している,しかしその形

態に関しては筋性 ･膜性肢窟弓を特に区別せ

ず,またその支配神経に関しての記載もない.

今回の胎児における肢窟弓の出現頻度を成

人のそれと比較して最も注目すべき点は,筋

性肢窟弓と膜性腰高弓の出現頻度が両者の間

で逆転していることである.すなわち成人の

肢嵩弓では膜性肢窟弓の出現率が筋性肢需弓

のそれを上まわるのに対して,胎児では逆に

筋性肢窟弓の出現が膜性のそれよりも約 2倍

近 く高率である.胎児と成人との発生率の差

はどこに由来するのであろうか.Table2は

胎児について月齢別の出現数を示している.

胎生早期では主として筋性肢窟弓が認められ

るが,胎生後期に近づくにつれて膜性厳窟弓

が次第に多くみられるようになり,成人の発

生頻度に近づく.

RUGE3),河西･千葉4)によれば,ヒトの筋性

肢窟弓と膜性腰高弓は成因的には同一である

という.動物の進化に伴って皮幹筋はその尾

側 と腹側から退化消失する傾向がみられる.

ヒトでは皮幹筋の頭側と背側の筋束が残って

筋性肢窟弓を形成し,さらに筋性肢窟弓の筋

性部分が退化すると膜性肢窟弓の形をとる.

今回の調査で,胎児と成人における肢簡弓の

出現頻度が運転したのは,ヒトの個体発生の

初期段階でまず皮幹筋の原形が比較的保たれ

た筋性肢窟弓が発生し,個体発生が進むにし

たがって,膜窟弓の筋性部分が退化して膜性

肢窟弓が形成されることを示している.また

胎児の筋性肢窟弓にしても,膜性肢窟弓にし

てもそのほとんどは同一個体の左右に出現し

た例が多い.筋性肢嵩弓はその発達の程度に
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Table1 Frequencyofthemuscularandthetendinousarchesoftheaxilla,in

comparisonwiththeresultsbypreviousauthors.

Themusculararch Thetendinousarch
oftheaxilla oftheaxilla

bybody(%) byside(%) bybody(%) byside(%)

LeDouble
Nishi
Kasai&Chiba
Sawada

Adult 7.7
Adultll.7 8.9
Adultll.4 9.1 22.7 17.0
Adult14.7 11.1 25.3 15.3
Fetus28.6 21.4 17.1 12.9

Table2 Frequencyofthemuscularandthetendinousarchesinfetus.

Fetalages nEuxgaEe:eodf musculararCcahSeSteOnf｡in｡usarch Total

4month
5month
6month
7month
8month

4

2

0

0

4

1

lリ
ー

t

lリ

ー

3
7

｢1

2
2

0

3

2
4

0

3

0
3
6

2

日
日

Table3 Appearanceoftheaxillaryarchinrightand/or
leftarmsinthefetuses.

Musculararch Tendinousarch
(bodies) (bodies)

Bothrightand
leftarms

Rightarmonly
Leftarmonly

5
(10arms)

3
2

3

(6arms)
3
0

10 6
(15arms) (9arms)

より,その形態の個体差が大きいが,同一個

体の左右にみられた筋性膜簡弓は,その発達

の程度 ･形態が非常に近似している例が多い

(Table3).

胎児における筋性膜簡弓

河西と千葉4)は筋性版簡弓を構成する筋束

には広背筋に対する位置関係から,頭側筋束

と外側筋束とが区別できることを述べた.こ

の筋束 についてはRUGE3)も,頭側筋束 を

oberer Achselgruben一muskel,外側筋束を
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vordererAchselgruben一muskelと呼んでい

る.ヒト成人にみられる筋性版簡弓は主とし

て頭側筋束によって構成され,発達した筋性

膜簡弓ではこれに外側筋束が加わる.

今回の胎児標本では,筋性肢簡弓の構成筋

束について調査した15側中,頭側筋束はすべ

ての例で認められた.他方,外側筋束につい

ては,破損のためその存在を確認できなかっ

た5側を除き,残 り10側中5側で認められた

(Table4).このことから明らかなように,筋

性版窟弓を構成する筋束の主要成分は頭側筋
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Table4 Appearanceofthecranialandlateralpartsofthemusculararchin
15armsoffetuses.0,appeared;×,unappeared.Ⅰnthecases

markedwith(?),thelateralpartwasnotexaminedbecauseofa
failureofdissection.

Right LeftCase
number Cranial Lateral "X"figure Cranial Lateral HX"figure

part part part part part part

2

6

7

8

9

0

1

2

3

4

1

1

1

1

1

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

?
○
×
?
×
?
○
○

×
×
×
×
×
×

○
×

○ × 〇
〇 〇 ×
○ ? ×

○ × ×
○ ? ×
〇 〇 〇
〇 × ×

束である.しかし外側筋束の出現頻度は成人

におけるよりも大きかった.このことは個体

発生の途上における外側筋束の退行を意味し

ている.

体長 22cm胎生 4カ月の女児右側にみら

れた典型的な筋性肢窟弓をFig.1に示した.

広背筋の筋 ･停止腫移行部の表層前縁より起

こる異常筋束が肢寓の神経血管束の表層を経

て前上方に走ったのち,次第に膜性に移行し

ながら大胸筋腹部停止付近に放散した.胸筋

神経ワナの最下方より分岐した細枝,いわゆ

る尾側胸筋神経 (浦6))が小胸筋の深層を通

り,その下緑をまわったのち,二分して大胸

筋腹部 と筋性肢簡弓に分布していた.支配神

経は肢窟弓内で分岐したのち,その一部は肢

簡弓内側の膿弓付近の筋膜に放散していた.

肢窟弓を構成する筋成分は,その約 3/4が広

背筋停止膿の表層に重なって起こり,斜め前

方に向かって走る頭側筋束で,のこり約 1/4

では発達は弱いが広背筋の外側緑に沿って頭

方に走る外側筋束が認められた.胎児におい

てみられる筋性肢窟弓の形態 ･支配神経は成

人のそれと同一であった.

胎児における膜性肢簡弓

RUGE7)は皮幹筋 と広背筋 との関係につい

て次のように述べている.すなわち筋性肢窟

弓の本態は胸筋由来であり,その胸筋成分の

退化によって,見掛け上広背筋成分が主体と

なった広背筋肢窟弓が形成される.このよう

な場合,消失した胸筋成分は肢窟弓の構成に

おいて膜性部分を占め,これに広背筋の外側

部分が付着することになる.膜性肢窟弓は筋

性肢窟弓の筋性部分が退化した形態であるこ

とは今回の研究でも次のような例によって確

認できた.

体長 38cm胎生 7カ月の男児にみられた

膜性肢窟弓をFig.2に示した.この例では胸

筋神経の大胸筋腹部への筋枝 と膜性肢窟弓へ

の枝が共同幹を作 り,典型的な尾側胸筋神経

を形成していた.この神経は小胸筋の下縁を

通る.肢窟弓は数本に分束した膜性の組織で

構成され,尾側胸筋神経は膿に沿って蛇行し

たのち,艇内に侵入した.神経は腫内を広背

筋に向かって走 り,膜性部分のほぼ中央腹側

より再び膜表面に沿って走ったのち2枝に分

かれたが,それ以上の追求は出来なかった.神

経に沿って胸筋成分の遺残は確認できなかっ

た.このように胸筋成分が認められないのに

かかわらず,胸筋神経の分布を確認しえたこ

とは,従来まで膜性肢窟弓または広背筋肢簡

弓と言われたものが,本質的には胸筋肢窟弓
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B

Fig.1 Thetypicalmusculararchoftheaxillain4monthfemalefetus.A:Anterior

aspectoftherightside.Thepectralismajorandminorwerereflectedlaterally-

B:Ventralview ofthebrachialplexusinwhichthesupplyingnervetothe
mu∝ulararch(★)aroseincommontrunkwiththecaudalpectoralnerve.C:

Schematicrepresentationshowingthedistributionofthepectoralnerves.D:
Closerviewofthemusculararchoftheaxillainthiscase.Thecaudalpectoral
nerve(★)coursedwithinthemuscle.
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Fig.2 Thetypicaltendinousarchoftheaxillain7monthmalefetus.A:Anterioraspect
oftherightside.B:Ventralviewofthebrachialplexusinwhichthesupplying
neⅣe(★)tothetendinousarchandtotheabdominalpartofthepectoralismajor
aroseincommontrunkfomingthecaudalpectoralnerve.C:Schematicrepre-
Sentationshowingthedistributionofthepectoralnerves.D:Closerviewofthe

tendinousarch. ThepectoralmusclecomponentwasnotobseⅣed,butthe
pectoralnervepassedthroughthetendon,suggestingthesitewherethemuscle
existedbefore.
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Fig.3 Thewell-developedmusculararchoftheaxillainadult.A:Anterioraspectof

therightside.Theslenderstripoftheabdominalpartofthepectoralismajor

insertedinthelatissimusdorsi.B:Ventralviewofthebrachialplexusofthis

case.C:Schematicrepresentationshowingthedistributionofthepectoralnerves.

Thecaudalpectoralnerve(★)Wasdistributedintheabdominalpartofthe

pectoralismajor,theslenderfascicleoftheabdominalpartandthemusculararch.

に由来していることを示唆している.このこ

とはまた同時に,個体発生の途上において,筋

が退化消失した後もその支配神経の一部がそ

の場に残存することを示している.
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今回調査した胎児の筋性肢窟弓15側中8側

に,膜性肢窟弓9側中4側に支配神経が確認

された.今回支配神経が確認された胎児の肢

窟弓12側の全例で尾側胸筋神経の支配が確認

された.また大胸筋腹部を支配する神経と肢

筋性膜窟弓を支配する胸筋神経の起始と走行 窟弓を支配する神経とは共同幹を形成して胸
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-;:-

Fig.4 Thewelトdevelopedmusculararchoftheaxillain5monthmalefetus.A :

Anterioraspectoftheleftside.Aslenderstripoftheabdominalpartofthe
pectoralismajorinsertedinthelatissimusdorsi.B:Ventralviewofthebrachial
plexusinwhichthesupplyingneⅣe(★)tothemusculararcharoseincommon

trunkwiththecaudalpectoralnerve.C:Schematicrepresentationshowingthe
distributionofthepectoralneⅣes.D:Aslenderfascicleoverlappedtheabdomi-
nalpartofthepectoralismajor.ThecaudalpectoralneⅣe(★)wasdistributed
intheaberrantslenderfascicleandthemusculararch.

筋神経ワナより分岐し,典型的な尾側胸筋神

経を形成しており,両神経がそれぞれ独立し

て胸筋神経ワナより分岐する例は2側のみで

あった.

X状の肢寓弓について

発達した筋性肢寓弓ではしばしば大胸筋腹

部の形態異常を伴い,大胸筋腹部の筋束が上

腕骨における停止から離れて下方に移動し,

肢寓弓の表層に重なる例をみることがある.

このような例においては,リボン状に分離し

た大胸筋腹部の筋束と肢寓弓を構成する筋束

とは肢蘭においてⅩ字状に交差している.

成人 にみられたⅩ字状の筋性肢寓弓を
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Fig.3に示した.この例では,よく発達した筋

性肢窟弓が広背筋から版喬の神経と血管をこ

えて大胸筋の停止に向かって走っていた.こ

れとは別に大胸筋腹部の筋束が大胸筋から離

れてほぼ水平に背側に向かい,版嵩弓の表層

でこれと交差したのち広背筋に付着してい

た.この版嵩弓及び大胸筋筋束に対する支配

神経は,共同幹を形成する尾側胸筋神経であ

った.版嵩弓を支配する神経はそれに分布す

る直前で二分し,それぞれ頭側筋束と外側筋

束とを支配していた.版嵩弓とリボン状筋束

との間には直接の筋成分の交通はなく,また

支配神経の吻合もみられなかった.

同様の例は胎児の筋性版窟弓においても認

められた.体長28cm,5カ月の男性胎児にみ

られた版嵩弓をFig.4に示した.この例でも

筋性版嵩弓が広背筋から大胸筋に向かって走

っていた.これとは別に大胸筋腹部最下方の

筋束が本来の筋より分離し,リボン状筋束と

なって背側に向かい,筋性版窟弓の表層に付

着していた.成人の場合と同じく共同幹を形

成する尾側胸筋神経が両筋束を支配 してい

た.尾側胸筋神経は版窟弓に入る直前で二分

し,一枝は版嵩弓の筋性部を支配していた.他

の一枝は大胸筋腹部の一部であるリボン状の

筋束と大胸筋下縁および版窟弓で構成される

三角形の間隙を経て大胸筋腹部を買いたの

ち,その表層に位置する薄いリボン状の筋束

を支配していた (Fig.4-D).

胎児の筋性版窟弓は成人と比較して,相対

的に発達の良好なもの,すなわち皮幹筋がよ

く保存されているものが多い.したがって発

達した筋性版嵩弓にしばしば合併して出現す

るⅩ字状の版窟弓は胎児の筋性版嵩弓10体15

側中2体 3側に認められ,この出現頻度は成

人におけるよりも大きい. 3例のすべてにお

いて,版嵩弓の支配神経と大胸筋腹部に由来

するリボン状筋束の支配神経は共同幹を作っ

て分岐していた.

ま と め

成人にみられる版嵩弓は,筋性版窟弓と膜

性版窟弓に大別され,両者は由来を同じくし,

筋性部の退化の程度にしたがって前者から後

者へ移行すると考えられている.その移行過

程を個体発生の立場からヒト胎児について調

査した.得られた所見は以下のとおりである.

1.成人95体190側のうち,筋性版嵩弓は21

側 (ll.1%),膜性肢帯弓は29側 (15.3%)に

認められた.また体長20cm以上のヒト胎児

では,35体70側中に筋性版嵩弓が15側 (21.4

%),膜性版窟弓が9側(12.9%)にみられた.

2.胎児の厳窟弓の出現頻度を成人のそれ

と比較すると,それぞれにおける筋性版窟弓

と膜性版窟弓の出現頻度は両者の間で逆転し

ていた.

3.月齢別に胎児の版窟弓出現を調査する

と,胎生 4-5カ月頃に筋性版窟弓が出現し,

ついで5-6カ月頃に膜性版窟弓が出現し始

める.のち次第に成人の発生頻度に近づく.こ

のことは,ヒトの個体発生の初期に皮幹筋の

原形が保たれ,個体の発生につれて,版嵩弓

の筋性部分が退化して膜性版窟弓が形成され

ることを示している.

4.筋性肢窟弓の発達程度にはいろいろな

段階がある.胎児のそれは成人に比較し,栄

達の良好なものが多い.非常に発達した筋性

肢窟弓では,大胸筋腹部の形態異常を伴い,両

者が厳嵩部でⅩ字状に交差する.このような

例は胎児の筋性版窟弓15側のうち, 3側に認

められた.

5.全例で尾側胸筋神経の支配が認められ

たが,膜性版窟弓の9側中4側では,尾側胸

筋神経が膜に分布するのが認められた.この

ことは,膜性肢窟弓は胸筋版窟弓の筋性部が退

化したものに他ならないことを示唆している.

6.成人の筋性版窟弓の構成要素としては

頭側筋束が主体であり,これに種々の程度に

外側筋束が参加する.胎児では筋性厳窟弓15

側のうち,頭側筋束はすべての例で認められ,
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外側筋束は5側に認められた.胎児の版窟弓

において外側筋束の出現頻度は成人より大き

かった .

AbbreviationsforFigures

A:axillaryarch,Ax:axillarynerve,C5:fifth
cervicalnerve,LD:1atissimusdorsimuscle,M :

mediannerve,Mc:musculocutaneousnerve,Pab:

abdominalpartofpectoralismajormuscle,Pcl:

Clavicularpartofpectoralismajormuscle,Pmi:
pectoralisminormuscle,Psc:Sternocostalpartof

pectoralismajormuscle,R :radialnerve,St:
sternalmuscle,Tl:丘rstthoracicnerve,T2:sec-

ondthoracicnerve,T3:thirdthoracicnerve,U :

ulnarnerve,Ⅴ :subclavicularvein,★ :caudal

pectoralnerve.
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